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幕末期の高森と、「勤王派」野尻武右衛門維則
嘉永6年（1853）6月、ペリーの浦賀来航が日本国内に大きなイン

パクトを与えたことは、みなさんよくご存じのことと思います。条
約締結をめぐって国内政治が動揺しはじめ、桜田門外の変で大老・
井伊直弼が暗殺されるなど、江戸幕府の威信は次第に低下しました。
文久期には、諸藩でいわゆる尊

そ ん

王
の う

攘
じょう

夷
い

運動が盛り上がることとなり
ました。

熊本の尊王攘夷運動で中心的役割を果たしたのが宮
み や

部
べ

鼎
て い

蔵
ぞ う

ら勤
き ん

王
の う

党
と う

の面々ですが、高森にも独自の存在感を示した人物がいるのをご
存知でしょうか。その人物こそ、野

の

尻
じ り

武
ぶ

右
う

衛
え

門
も ん

維
こ れ

則
の り

です。
武右衛門は宮部たち勤王党と連絡を取り合っていたほか、豊後岡

藩の勤王派・小
お

河
ご う

一
か ず

敏
と し

らとも親交をもっていました。武右衛門は阿
あ

蘇
そ

大
だ い

宮
ぐ う

司
じ

をリーダーとする、肥後・薩摩・岡三藩の連合策を考えて
いたと伝えられています。

武右衛門の勤王活動として注目されるのが、文久3年（1863）5月
に京都守衛のため熊本から派遣された「御

ご

親
し ん

兵
ぺ い

」54人への参加です。
藩の記録によると、勤王党の主要メンバーたちよりも、武右衛門の
名前が上位に掲載されています。御親兵には武右衛門のほか、野尻
手永の面々も数名選ばれているのも注目されるところです。高森地
域の勤王派は、熊本のなかでも確かな存在感を示していたと考えら
れます。一時は京都で勢力をほこった勤王党ですが、「八月十八日の
政変」で状況は一変。御親兵は解散となり、武右衛門も帰郷します。

以前の『高森町史』でも武右衛門は取りあげられていましたが、今

回の町史では高森地域と幕末の世相のダイナミックな関連について
よりわかりやすく整理しています。

神官・安藤経俊と、石工・甲斐有雄の西南戦争日記
明治10年（1877）におこった西南戦争は、熊本県内を主要な戦場

の一つとしました。阿蘇地域でも政府軍と西郷軍による戦闘が行わ
れたため、高森地域で人的被害が出ています。こうしたなか、西南
戦争に関する歴史記録として注目すべき資料が存在します。野尻川
上社の神官などをつとめた安

あ ん

藤
ど う

経
つ ね

俊
と し

の日記
と、阿蘇原野への道

み ち

標
しるべ

設置などで有名な石
工・甲

か

斐
い

有
あ り

雄
お

（野尻尾下）の日記です。
安藤は西郷軍側に加勢して従軍する一

方、甲斐は政府軍の軍夫として鹿児島城
し ろ

山
や ま

の陥落までを見届けています。同郷の2人
ですが、西南戦争では立場を全く異にした
といえるでしょう。高森出身の2人の日記
を通して、それぞれの視点から西南戦争を
追体験できるのは特筆すべきことです。

新しい町史では時系列にそって、2人の
日記の要点をまとめて紹介しています。

ぜひ新しい町史を手に取っていただき、
高森町域から見た激動の幕末維新を実感い
ただけますと幸いです。

幕末維新期の激動と高森町
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